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序文

大野中遺跡は、国鉄紀勢本線海南駅東方約 1.5kmの海南市大野中を中心

に広く分布する遺跡であります。当遺跡は、西接して位置する海南高校々

庭遺跡、近隣する海南第二中学校々庭遺跡、田鶴原遺跡などと関連し合い

ながら日方川流域の歴史を形成してきた重要な遺跡であります。

周辺は、近畿自動車道和歌山線が開通して以後、宅地化が急速に進み、

今般、当地にわかやま市民生活協同組合の集配所建設工事が施行されるこ

とになり、工事に先立ち調査を実施してまいりました。その結果、弥生時

代から古墳時代にかけての遺構・遺物が多量に発見され、過去の調査など

と共に、大野中遺跡の範囲・内容がより具体化されるようになりました。

この成果をまとめ、大野中遺跡発掘調査概要として広く 一般の活用に供し

たいと存じます。

なお、調査の実施にあたり、種々御指導・御尽力をいただいた調査委員、

和歌山県教育委員会、並びに御協力いただいた地元関係各位に対し厚く御

礼を申しあげます。

昭和60年 3月30日

社団法人和歌山県文化財研究会

会長山東永夫



例ロ

1.本書は、昭和59年度に実施したわかやま市民生活協同組合集配所建設工事に伴う大野中

遺跡発掘調査の概要報告である。

2.発掘調査は、社団法人和歌山県文化財研究会がわかやま市民生活協同組合から委託を受

けて実施した。

3.発掘調査に要した経費は、全てわかやま市民生活協同組合の負担によるものである。

4.発掘調査は、和歌山県教育委員会の指導のもとに、社団法人和歌山県文化財研究会主任

技術員吉田宣夫、同技術員土井孝之が担当し、昭和60年 1月29日から同年 3月30日にかけ

て実施した。

5.発掘調査にあたり、海南市教育委員会、並びに地元の方々に種々御協力をいただいた。

記して感謝する次第である。尚、銅鏃（45)の写真は、元興寺文化財研究所保存科学研究室に

よる撮影である。

6. 出土遺物の整理、及び本書の作成は土井が担当した。

7. 調査委員会の組織は下記のとおりである。

0調査委員

褐磨 正信（和歌山県文化財保護審議会委員）

巽 三郎（ ク ヶ ） 

岡田英男（ ク ク ・奈良国立文化財研究所平城宮発掘調査部長）

都出比呂志（

藤澤一夫（

ク・

ヶ

ク ・大阪大学文学部教授）

// 

0事務局

常務理事 鉗南島伊津夫（県文化財課長） 幹事桃野真晃（県文化財課第二係長）

次長北野全美（県文化財課主幹） 書記今田一里（県文化財課第二係主事）

ヶ 梅村 善行（県文化財保護主事）調査員 吉田宣夫（県文化財課第二係主査）

ク 土井孝之（（社）県文化財研究会技術員）
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I 調査に至る経緯と経過

大野中遺跡は、海南市大野中を中心とした一帯に所在する縄文時代後期から古墳時代前期まで続

く集落遺跡である。当遺跡内では、昭和44年度、同56年度に発掘調査が実施されているが、点とし

ての調査であ ったため遺跡の範囲については未だ不明確である。今般、当遺跡の範囲内大野中字八

反田731-1地番において、わかやま市民生活協同組合（以下、わかやま市民生協と略称する）の集

配所建設工事が計画された。そのため、県教育委員会は建設工事に先立ち、わかやま市民生協と協

議し、建設予定地内において遺構・遺物の遺存状態を把握する試掘調査を早急に実施する運びとな

り、昭和59年11月12日に試掘調査を実施した。試掘調査は、建設予定地内に対して幅員 lmのトレ

ンチを十字に設定し、褐色土の遺物包含層上面まで重機による掘削を行ない、包含層の遺存状況を

確認した。その結果、明確な遺構を検出しないまでも、遺存状況の良好な遺物包含層を確認し、建

設予定地内全域に広がることが予測された。再度、市民生協とその取り扱いについて協議を重ね、

発掘調査の必要性と共に、調査の方法等を検討するに至った。

II 遺跡の位置と環境

遺跡の位置 大野中遺跡は、海南市大野中字八反田を中心とする一帯を占める。当遺跡の北側に

は、東西に八幡山・城ケ峰山が連なり、海南市西部を二分している。その南側に日方川、北側に亀

川が流れ、各々小沖積平野を形成している。また、日方川の沖積平野の南側には、藤白山系が東西

に連なり、南の地域とも分断された地形となる。当遺跡は、沖積平野の開ける八幡山の西南麓の標

高12~16mに位置し、東西約 150m、南北約 160mの範囲を占める。当地域は、開けた水田地帯で

あったが、昭和46年に近畿自動車道和歌山線が開通して以後、付近の開発が急速に進み、また近年

市街地の拡張による農地の宅地化が進行している。

大野中遺跡と周辺の遺跡 大野中遺跡は、昭和44年度に近畿自動車道和歌山線建設地内（第 2図
（註1)

③地点）、昭和56年度に海南農協大野中支所建設地内（第 2図②地点）において発掘調査が実施さ
（註2)

れた。③地点では、弥生時代中期に属する円形竪穴住居跡 1棟、溝4条とピット群を、②地点では

弥生時代前期に属する溝状遺構 1条を検出している。当遺跡の西側には、海南高校々庭遺跡（2)

が隣接しており、運動場整地の際、縄文時代後期から古墳時代前期にかけての遺物が採集されてい

る。本遺跡は、大野中遺跡と同じ性格をもつ一連の遺跡と考えられる。西方約 1kmには、弥生時代
（註3)

後期から古墳時代前期にかけての海南第二中学校々庭遺跡が所在する。東方約 1.5kmには、日方川

右岸の丘陵南斜面の標高約70mの高所 （比高35m)に弥生後期高地性集落と考えられる田鶴原遺跡

(53)が位置する。これら弥生時代から古墳時代にかけての 4遺跡は、相互に関連し合いながら、

日方川流域に展開した遺跡である。このような在り方は、亀川流域にも見られ、岡村遺跡(18)を

核と した且来遺跡群・亀川遺跡 (26) ・多田東遺跡 （29) ・薬勝寺遺跡 （35) ・滝ケ峰遺跡 (30)
（註 4)
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No 遺跡名称 遺跡の種類，時代（時期），備考 No 遺跡名称 遺跡の種類， 時代 （時期），備考

① 大野中遺跡 集落跡，縄文後期～古墳前期， 29 多田東遺跡 散布地，弥生後期～古墳前期
2 海南品校々庭遺跡 散布地縄文後晩期 ・弥生中期 ・古墳前期， ⑳ 滝ケ 峰 遺 跡 集落跡，弥生中期末～後期，貝塚・i豪・品地性集落
③ 地蔵寺古墳 古墳後期，円墳 ・須恵器杯1・蓋3.高杯4 31 滝ケ峰古墳群 円墳4基
4 海南第二中学校々 庭遺桃 散布地弥生後期～古墳前期 ⑫ 薬勝寺南山古墳群 古墳後期，円墳2基・箱式石棺l• 横穴式石室l
5 細工谷遺 跡 散布地 縄文，石鏃・サヌカイト 33 仁井辺遺 跡 散布地 須恵器・土師器
6 菩提寺王子跡 平安～室町，須恵器・陶器・瓦 34 薬勝寺 跡 寺院跡，奈良～平安，鵡尾・軒丸瓦・鐙瓦
7 鳥居遺 跡 散布地縄文後晩期，縄文土器 ・石鎌・スクレイパー・士偶 35 薬勝寺遺 跡 散布地 弥生，弥生土器・石斧
8 奥の谷遺跨 散布地奈良～平安， 36 松原 I遺跡 散布地， 土師器・ 須恵器

⑨ 柿本神社古墳 円墳・横穴式石室 37 江南遺跡 散布地， 須恵器 ・土師器 ・瓦

<
奥の谷古墳 古墳後期，円墳・横穴式石室・須恵器・土師器・瓦器 38 大池遺跡 散布地 瓦器
室山古墳群 古墳後期，円墳8基竪穴式石室3横穴式石室3・不明2 39 城の前 I遺跡 散布地， 須恵器 ・瓦器
山崎山古墳群 古墳中期～後期，前方後円墳l基・円墳15基 40 赤津古墳群 円墳5基

13 紀＝井寺遺跡 寺院跡， 41 城の前 11遺跡 散布地， 土師器

14 名草貝塚 弥生～奈良，弥生土器・土師器・須恵器・土錘・石錘 42 曽垣田遺跡 集落跡，平安， 土師器 ・黒色土器
15 内原遺跡 散布地 土師器 43 松原 1I遺跡 散布地， 土師器 ・須恵器
16 内原古墳 散布地， 円墳 44 薬師谷遺跡 散布地，縄文，石鏃 ・縄文土器
17 広原古墳 円墳 ・横穴式石室 45 頭陀寺遺跡 散布地，弥生，石鏃 ・瓦（寺院跡もある）
⑬ 岡 村 遺跡 巣落跡，縄文後期～室町，統一的な範囲確認調査 46 頭陀寺古墳 円墳

19 岡田八幡宮古墳群 円墳4基 47 大将渾窯跡 窯跡，奈良～平安，登窯（り） ・須恵器
20 岡村古墳群 古墳後期，円墳4基 48 有ノ木窯跡 窯跡，奈良～平安，須恵器
21 且来下垣内古墳群 古墳後期，円墳6基（別名神子谷古墳群） 49 内池遺跡 散布地縄文，石鏃・スクレイパー

g 且来 N遺跡 古墳前期，土師器 50 内池窯跡 窯跡，古墳後期～奈良，登窯（り） ・須恵器
且来 I遺跡 縄文晩期，縄文土器 51 赤坂大池遺跡 散布地，縄文、石鏃・サヌカイト

書襄
且来皿遺跡 縄文後期，縄文土器 52 鰹田池遺跡 散布地，縄文，木葉形尖頭器・石鏃・石錐・石匙他
且来 1I遺跡 弥生後期～古墳前期 53 田鶴原遺跡 散布地弥生，石疱丁4•石鏃l • 高地性集洛い ）
亀川遺跡 集落跡・墓跡，縄文後期～古墳前期，住居跳・方形周溝墓 54 竜部池遺跡 散布地縄文，石鏃 ・サヌカイト
多田北山古墳群 古墳後期．円墳 4某 55 亀池遺跡 散布地縄文，石鏃石匙・スクレイパー

28 国主神社古墳群 古墳後期，円墳3基以上 ⑮ 且来 v遺跡 弥生中期・奈良，弥生土器・須恵器・土師器

No.、〇 印は調査された遠跡。 『和歌山県遺跡地名表』 1983年 『和歌山県埋蔵文化財包蔵地調査カード』和歌山県教育委員会
『海南市史』 （第三巻史料編 I) 「考古資料編」 1979年 海南市史編纂室
『岡村遺跡発掘調査概報』1983鉗 社団法人和歌山県文化財研究会 発行等を参考。

遺跡地名表
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N 調査の概要

調査の結果、調査区全域にわたり弥生時代後期から古墳時代前期（布留式併行期）にかけての遺

物包含層が確認された。検出した遺構も、調査区全域に平均し て分布しており、竪穴遺構、土壊、

柱穴、溝などがあ る。今回、検出した遺構・遺物の時期は、過去 2回実施されている調査で検出し

た遺構・遺物の時期と異なる様相を呈し、大野中遺跡の中での時期による占地の移動を示唆するも

のである。

1.調査地区の層序

調査地区の基本的な層序は、第 3図に示すように

比較的安定した堆積状況を成し、現在の耕作土 （①）

床土（②～④） ・日方川の氾濫による堆積層（⑤⑥）、

古墳時代から中世にかけての遺物を若干含む旧耕作

土と考えられる堆積層（⑧⑨）、弥生時代末から古

墳時代前期の遺物を含む包含層（⑩）、同時期の遺

物を多量に含む包含層（(U)-a・ b)、弥生時代末の遺 L =16.00m 

物が比較的多い包含層（⑫)、淡褐色砂質土（地山）、 履

N5.1 
N35 

東壁

ク

2

l
 

~
 

の順となる。調査の方法上第①層から第⑧層の一部

までは機械掘削による排土を行った。第⑧層の一部

から第⑫層までは、面毎に遺構検出を行い、順次人

力による掘削を行った。第⑪ーa・b層は、調査地区

全体に堆積しているが、第⑪）層は、 w2ライ ン以東 L =15.70m 

II,_a 

Nl4 
ャ 土 ↓

 

:k.N16 

(2

"
 

r
`
’
 

に、第⑫層は北西範囲に堆積し、地区により変化し

ながら各々約 5~20cmの堆積層である。大半の遺構

は、第⑫層上面と地山面で検出している。遺物は、

第⑳層から第⑫層まで平均して包含するが、中でも

第⑪層におけるW8~Wl7、S1~N 8に集中する

ため第⑪層上面から何らかの遺構の存在した可能性

も考えられる。

33
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⑤ 灰 色 細 砂 ⑨淡黄l火荼色粘＇貨 1． ⑫淡黄l火褐色枯＇［＇し 1

第3図 調査区壁面土層図

(S = 1 /40) 

2.検出遺構

検出した遺構は、弥生時代後期から古墳時代前期にかけて断続的にみられる方形竪穴遺構2基、

土壕20基、溝 l条、溝状遺構 2条、 落ち込み状地形 2ケ所、柱穴 170ケ所などがある。

(1)方形竪穴遺構 (ST) （第 5図 ・図版 2)

S T-1 東西4.9m ・南北4.2m を測り、東西に長めのプランを呈する。軸線は、 N-18°-E
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に振る。壁高は、検出面より

約10~20cmあり、ほぼ垂直に

立ち上がる。北壁の西寄りに

は、東西 1.8m、奥行き 0.3

mの出っ張りが認められ、床

面より約5cm凹んだ状態であ

った。四壁とも壁際の壁溝は

認められず、柱穴も定かでな

し‘° ST-1は、 ST-2、

落ち込み状地形の覆土を切っ

て掘削されてい る。 出土遺物

は、床面より浮いた状態で第

④層に集中し、壺．甕・ 高杯

などがある。Pitlの下部から

は、広口壺（4)

ST-2 

が出土した。

東西3.7 mを測

り、南北3.2mを検出した。

軸線は、

iよ、

S T-1同様N-18°

-Eに振る。壁高は、検出面

より約10~18cmあり、ほぼ垂

直に立ち上がる。覆土の南西

範囲に、厚さ 5cm前後の焼土

・炭粒が堆積する。ST-2 

SK-18・19を切って掘

削される。遺物は、床面より

浮いた状態で出土した。

ST-1・ 2は、検出当初、

住居跡と考えて調査を進めた

が、壁溝 ・炉・ 貯蔵穴 ．柱穴

が認められないなどの理由に

より、住居跡の可能性の少な

い遺構と判断せ ざるを得ない

状況である。

•A 

◎ ¥ 
0。

＠
 

0

Q
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よ
》
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2
 

]
 

⑧
 

叶
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ST-1 ST-2 
①淡黄灰褐色粘覧土 包暗灰（黄）褐色粘質土（炭粒多し ）
② 暗褐色粘質土（粗砂少且）②②よりやや淡い 2 暗褐色粘質土（炭粒まばら、黄色枯質土のプロ・ノク）
③ 黄色粘質土 ③ 濃黄色粘質土
④灰褐色粘質土（①よりやや暗色） 4 暗黄灰褐色粘質土

⑤ 暗褐色粘質土 ｀ 黄灰褐色粘質土⑥ 暗黄色粘質土 （炭粒微足） ⑥淡黄灰褐色粘質土
⑦ 黄灰褐色砂質土（細砂多し、小礫まばら ） ・ ⑦暗黄色砂質土（バラス少駄）
⑧淡黄灰褐色砂質土（細砂多し、5cm大の礫、極少） a. 黄灰色粘質土
S K-18 
I．暗黄色弱砂質土
II.黄灰褐色粘質土（細砂含む）

第 5図 方形竪穴遺構 ST-1・2実測図
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(2)土壊 （SK) （第6図 ・図版 3 • 4) 

土壕は、大別して第⑫層淡黄灰褐色粘質土上面、地山面に切り込まれたもので、平面形から区別

して、長方形 (a類）、隋円形 (b類）、不定形 (C類）に分類できる。 a類 (SK-5 • 6 • 9~17) 

からは、細片のみの出土が多い。b顆 (SK-8)からの出土遺物は、極めて少量である。 C類（

SK-1・2・7)からは、比較的完形品に近い状態の壺が出土している。

a類 長方形土壊 今次の調査の中で比較的まとまりをみせる土壊群である。

SK-5 短軸0.7m、深さ0.3mを測り、掘り方は断面U字形を呈する。SK -6 短軸0.8m、

深さO.lmを測り、掘り方は断面LJ字形を呈する。SK-9 長軸1.8m、短軸0.75mを測り、平均

して0.2mの深さを有する。掘り方は、四方で浅い段をもち舟底形を呈し、東端で深さ約0.35mを

測り 一段深くなる。遺物は、東側に集中しているが、土城底より浮いた状態で比較的まとま った状

態で出土した。覆土は、長軸に対し中央部分と両側部分とで異なり、東半部に0.5~1.5cm大の炭粒

が多量に含まれる。SK-10 長軸 2.4m、短軸0.75~0.85mを測り、南側でやや拡がる。平均し

て0.15mの深さを有する。掘り方は、四方で浅い段をもち舟底形を呈する。遺物は細片のみで、土

壊底より在地産の庄内式甕の口縁が出土している。覆土の上層には、少量の炭粒が含まれる。SK

-11 長軸 2.4m、短軸0.8~lmを測り、北側でやや拡がる。掘り方は、二段となり上段で約0.05

mを測る。一段低い方は、土城の東側に寄り約0.15mの深さを有する。遺物は、細片のみで、覆土

より布留式併行期の甕口縁部が出土している。覆土の北半に炭粒が集中する。 SK-12 長軸1.85

m、短軸0.5~0.55mを測り南側でやや拡がる。深さは0.05~0.1mを測り、南側で深くなる。掘り

方は舟底形となり、覆土は単層である。 SK-12の北西隅がSK-11に切られる。SK-13 長軸

2.2m、短軸 1~ 1. 05m を測り、南側でやや拡がる 。 深さは~ . 05~O .l m を測り、中央部が最も深い 。

S K-14 長軸1.9m、短軸0.95~1.05mを測り、西側でやや拡がる。深さ0.1mを測り舟底形を呈

する。覆土の上層に少量の炭粒を含む。 SK-15 長軸1.95m、短軸0.6m、深さ0.15mを測る。掘

り方は、四壁の立ち上がりが若干外方に傾斜する u字形を呈する。東壁に沿って幅 6~8cmの暗黄

色粘質土を貼り詰めた状態であった。遺物は、比較的大きな破片が多く、土壊底より浮いた状態で

出土している。SK-16 長軸1.8m、短軸0.8mを測り、深さは0.15m以上遺存していたものと考

えられる。掘り方は中央部で軽く落ち込み、覆土は単層である。遺物は、土渡底より浮いて約％遺

存した甕（16)が出土した。 SK-16は、他の a類土壊に較べて炭粒の混入が少ない状況である。

S K-17 短軸0.9m、深さ0.05mを測る。

b類 隋円形土城

SK-8 長軸 1m、短軸0.6m、深さ0.15mを測り、遺物は極めて少量である。

c類 不定形土壊

SK-1 短軸 1m、深さ0.15mを測る。覆土は単層で、広口壺（ 5)が出土している。SK -

2 長軸約1.2m、短軸約0.9mを測る。遺物は土城底より浮いた状態で出土し、広口壺 （1)一個

-8-
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体と甕の口縁部破片がある。SK-7 長軸 2m、短軸 1mを測る。遺物は、土壊の肩部分より完

形品に近い直口壺（ 2)一個体が出土した。各々、毅土の上層には、0.5~1cm大の炭粒を多量に含む。

(3)溝 （SD) （図版 5)

第⑲ • ⑪-a • b層上面において20数条の素掘り溝を検出した。幅員約30~50cm、削平のためか

深さ約2~5 cm程度と浅く、長さも 1m未満から約12mのものとまばらである。出土遺物 ・覆土な

どから、平安時代～室町時代に営まれた水田の耕作跡と考えられる。

SD-2 幅員約2m、深さ約0.3~0.4mを測り、延長約5.5mを検出したにとどま る。 流れの方

向は、ほぼ東西に東から西への流れが認められる。遺物は少量ではあるが、甕の口縁部破片(15)

などが出土している程度である。SD-3・4 溝底が一定でなく、凹凸が著しい。

(4)柱穴 （p i t) 

調査区の南際で、東西2間分の並びを検出した。柱穴は、掘り方径0.4m、柱当り0.2m、深さ0

25mを測り、柱間は約1.3mの等間隔である。pit43からは、小型甕（21) と壺体部が重なった状態

で出土した。pit12からは、比較的多くの破片が出土した。その他のpitは、建物跡としての規則性

に欠け遺物も極めて細片のみの出土である。

3. 出土遺物 （第7• 8図、図版6~8) 

出土した遺物は、大半が弥生土器・土師器で、壺・甕・高杯・鉢・器台・蓋・製塩土器がある。

金属器として、銅鏃1点、鈍 1点などがある。また、須恵器杯蓋・土師器椀・瓦器椀なども微量出

土した。

壺 (1~13) 口頸部の形態により、 A・ B・ C・D・E類の 5種類が見られる。壺Aは、頸部

の立ち上がりが強く、口縁部で緩やかに外反して端部が外方に垂下するもの（ 5)。壺Bは、頸部

がしまり、漏斗状に外方に開くものでBI.82・氏の 3種類がある。壺B'は、端部が三角形状に肥厚

し、端面に凹線文を施すもの (7)。壺82は、端部が肥厚せずに面をもつもの (3 • 4 • 9~13)。

壺Bは、頸部で軽い段をもって外方に開くもの（ 4)。壺Cは、頸部が短かく筒状になり、口縁部

が直線的に外方に開くもの（ 1)。壺Dは、口縁部が直線的に緩く外傾するもの（ 2)。壺Eは、

直立する頸部から急に屈曲して外方に開くもの（ 6)。壺Fは、漏斗状に外方に開く口縁部に長方

形状の粘土を付加し、端面に装飾（竹管文）を施すもの (8)で、弥生時代後期の器台の系譜を引

いたものとも考えられる。各々、体部は、壺C・壺Dに見られるように球形を呈するものと考えら

れ、底部は平底の明瞭なものと、平底ではあるが底部の小さいもの (2)に分類できる。

甕 （14~27) 口頸部の形態により、 A・B・C・D・ E類の 5種類が見られる。甕Aは、頸部

の屈曲が著しく口縁部が受け口状を呈するもの(14• 15)一体部の最大径が口縁部の径より小さい

もの(15)を含めておく 。甕 Bは、頸部が丸みをも って緩やかに外反するものでB, • 82・氏の 3種

類がある。甕 B'は、頸部が肥厚し口縁端部が若干丸みを帯びるもの(16) で、頸部内面の稜は顕

著である。甕氏は、口縁端部が丸みをも って外反し、体部最大径が口縁部の径を凌賀するもの (20

-10-
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• 23 • 24)。甕 B3は、口縁部が短く、端面に刻み目を施すもの(17)。甕Cは、口縁部が比較的長

めのもので、外傾するもの (18) と、内弯気味に上外方にのびるもの(19)の2種類がある。共に

頸部外面は強く粗いナデ調整が縦方向に行なわれ、口縁端部に刻み目が施される。甕Dは、外弯す

る口縁部を有し、端面は若干平らな感を与え刻み目を施すもの (25)。甕Eは、小型の甕 (21• 22) 

である。各々、体部は、右上りないしは平行気味の粗いタタキ調整を行ない、底部は平底（40)に

なる。甕Fは、器壁が薄く、口縁部が内弯気味に上外方にのび端部が丸みをもつもの (26)、若干

肥厚するもの (27)があり、内面頸部以下は右上り方向のヘラ削りを行なうものである。その他、

甕には口縁部が直立する形態のものも認められる。

高杯 （28~36) 形態により、 A・B・C類の 3種類が見られる。高杯Aは、脚柱部が中実 ・筒

状で、杯部が椀形のもの (28)。高杯Bは、杯部が緩やかに屈曲しているもの (29~33)。高杯B

は、 脚部が短いもの (31)、長いもの (29• 30)があり、基本的には (31)のような内弯し端部で

丸みをもち、脚部の中ほどに 4孔の穿孔を施す脚部がつくものである。高杯Cは、杯部が稜を成し

て屈曲するもの (34~36)で、 (35)では脚柱部外面にハケ目調整を行なうものである。

鉢 （38• 39 • 41) 小型のもの (38• 39) と、大型のもの (41)の2種類がある。

その他、土器では、脚台付甕（37)、小型器台（42)、ミニチュア蓋（43)、整塩土器 (44)な

どがある。

銅鏃（45) 有茎式に属し、断面形が菱形を呈するものである。現存長1.9cm、身幅1.1cm、厚さ

0.4cmを測る。

V まとめ

1.検出遺構

方形竪穴遺構は、構造 ・遺物の出土状況などから住居跡の可能性の低いものと考えているが、未

だ住居跡とする見方を捨て難いものであり 、今後の検討に委ねることとしたい。出土遺物から、庄

内式併行期に属し、土渡a類との切り合い関係から、土横a類に先行する遺構である。

土壊は、 3分類した中で、 a委員の長方形を呈する土壊が比較的遺存状態も良好で、完掘できなか

ったものを含めて一定の方向性を示す。大別して、 3方向を示す。①長軸方向が、ほぼ東西の土壊

(S K -5 • 6 • 9 • 14 • 17)、②長軸方向がほぼ南北の土壊 (SK -10 • 12 • 16)、③上端方向

がやや東に振る土壊 (SK -11 • 13 • 15)である。土渡の性格については、全て同一条件（掘り方

．覆土の堆積状況）ではないが、 a類は土渡墓と考えて差し支えないものと思われる。 C類は、 a

類ほどの規格性をもたないが、完形品に近い土器が一個体ずつ出土し調査区の北西側に集中するこ

となどから土壊墓の性格を有するものと考えておきたい。出土遺物から、 SK-1は第 5様式併行

期に、 SK-2から SK-17は庄内式併行期に属するものである。

溝は、東西方向に流れをもつ SD-2を検出しており、土壊SK-2・7などに切られるため土

- 13-



壊群より時間的に先行するものである。SD-3・4は、不明確な点が多い。

2. 出土遺物

出土遺物の大半は、弥生時代から古墳時代への過渡期に属するもので、形態の分顆により第 5様

式末段階、庄内式併行期、布留式併行期の 3時期に対応するものである。出土遺物の中で、第 5様

式末段階の様相を呈するものとして、壺A (5)、壺81(7)、甕A (14 • 15)、高杯A (28)な

どがある。庄内式に併行する時期のものとして、壺B・C・D・E・F(l~4 • 6 • 8~13)、

甕 (B• C • D (16~25))、高杯B (29~33)、鉢 (38• 39 • 41)、脚台付甕（37)、小型器台（

42)、ミニチュア蓋（43)などがある。布留式に併行する時期のものとして、甕F (26 • 27)、高

杯C (34~36)、製塩土器（44)などがある。庄内式に併行する一群の土器の中には、古い段階に

属するものと、新しい段階に属するものとがあるようであるが、出土状況からみて分離することが

難しい。

銅鏃（45)は、包含層褐色粘質土からの出土で、同層からは庄内式併行期 ・布留式併行期の土器

が混在して出土するため所属時期については明確にできないが、形態からみて、庄内式併行期に属

するものと考えられる。
（註5)

3.遺跡の動向

遺跡の範囲 今回の調査区は、従来より大野中遺跡の東端と考えられていた地点であるが、遺構

の検出状況、遺物の出土状況、包含層の堆積状況などから、遺跡の範囲はさらに東側に広がるもの

と予測される。

遺跡内の動向 大野中遺跡内における 3次の調査、海南高校々庭遺跡の立会い調査などの状況を

考え合せれば、時期による集落の占地関係が大ざっぱに把握できる。縄文時代後 ・晩期は、第2図

③地点から海南高校々庭にかけて希薄に、弥生時代前期は②地点を中心として、弥生時代中期は縄

文時代の範囲と重複しつつ濃密に、弥生時代後期から古墳時代前期にかけては今回の調査区（①地

点）を中心とした在り方が考えられる。ただ、遺跡全体を平均して調査していない現状では、飽く

まで推論の域を脱し得ない。

今後、開発に対処するためにも範囲確認調査が早急に望まれるものである。

（註 1) 「大野中遺跡」 『近畿自動車道和歌山線埋蔵文化財調査報告』 （『和歌山県文化財学術調査報告書5』)

1972年和歌山県教育委員会

（註2) 「和歌山県紀北」 （『弥生前期地域論』 ） 1984年 弥生文化研究部会帝塚山考古学研究所 Pl44 

大野中遺跡

（註3) 「考古資料編」 （『海南市史』第三巻史料編I) 1979年 海南市史編纂室

（註4) 『和歌山県遺跡地名表』 1983年 和歌山県教育委員会によれば、且来I~V遺跡となるが、これらは

同一遺跡内と考えるのが妥当であろう 。

（註5) 県内での、銅鏃の出土例は、第 5様式の時期から見られる。第5様式から庄内式併行期までの出土例と

しては、大谷川遺跡 (4点）、橘谷遺跡 (2点）、中峯山遺跡 (1点）、大目津泊り遺跡 (1点） 、水

鳥山遺跡 (1点）、大水崎遺跡 (1点）が知られている。
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大野中遺跡遠景

（南東より）

調査区全景

（西より）

調査区全景

（北より）
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方形竪穴遺構

S T-1（西より ）

方形竪穴遺構

ST-2（西より）

下段左

S T-2遺物出土

状況細部

下段右

S T-2遺物出土

状況細部



土壊群全景

（西より）

土壊 SK-9

（北より）

土城 SK-16 

（北東より ）
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土渡 SK-10 

（北東より ）

土壊 SK-11

S K-12 

（東より）

焼土渡

（西より）



溝 SD-2

土壊 SK-7

（西より）

溝 SD-2土層

（西より）
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溝状遺構 SD-3

SD-4 

（南より）
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